
          たかくらだより 
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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

   「まちたんけん」でびっくり 
２年生は前回の「もっと なかよし まちたん

けん」の続きで、福岡養鰻の工場を訪問しまし

た。ウナギの養殖工場には、イキのいいウナギ

がいっぱい。希望者にはそのウナギを触ったり

掴んだりさせてもらいました。子どもたちは、

その手触りや掴んだ手からにゅるっと逃げよう

とするウナギに歓声を上げていました。また、

生きたウナギを３枚に捌く様子も見せていただ

きました。わたしたち高蔵の町にある養鰻の工

場から加工された鰻が全国各地に送られている

ことは感慨深いことです。高蔵のまちのよいと

ころや誇れるところを、見て体験してもっとも

っと好きになってほしいものです。 

本紙 10 号でお知らせしましたように、教育委員会と歯科医師会がタイアップして、「フッ化
物洗口」を導入することになりました。6 日はその第１回目でした。当日は、校医である三好
歯科医院の三好先生にもご来校いただき、給食後に実施しました。(毎週金曜実施) 
 保健室で養護教諭の藤崎先生が適量に希釈した液体をポンプに入れ、保健委員会のみんなが各
教室に運びます。教室では、その液体を紙コップに少量（ポンプで 2 プッシュ）入れて、１分間
の“ぶくぶくタイム”がスタート。「〇〇の味がする」「１分間って長いなぁ」など、いろんな感
想があがりました。ぶくぶくした液体は、ティッシュを入れた紙コップに吐き出して、専用のご
み袋に捨てて終了。初めての体験でしたが、スムーズに“ぶくぶくタイム”ができました。 
 全国的にこの取組は行われていて、成果が上がっているとのこと。毎週の“ぶくぶくタイム”
の実施で、むし歯ゼロを目指していきます。なお、当初申し込みをしていなかった子どもたちも、
随時受け付けますので、担任にお知らせください。 

上記の「ぶくぶくタイム」とともに、なんとい
っても大切なのが、毎日の歯磨き習慣。普段から
家庭で歯磨きをしてはいるものの、そのブラッ
シングには課題も。そこで、４名の歯科衛生士の
方をお招きして、２年生と５年生を対象に歯磨

き指導をしていただきました。 
授業では、むし歯や歯肉炎ができる仕組みを

いろいろな絵図を用いて説明していただいたの
ち、歯の位置に応じた望ましいブラッシングを
教えていただきました。 
子どもたちは一人一人手鏡を持ち、いただい

た歯ブラシを使ってブラッシングの方向や強
さ、特に歯垢がたまるポイントを意識しながら
丁寧に磨く練習に取り組んでいました。 

 

保健委員会がグッズを運びます コップに入れて準備完了 １分間のぶくぶく 

掴み体験に歓声が響きました 

ウナギ裁捌きの実演 
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10月後半の主な行事 

１９日（木） 修学旅行６年(～２０日)  
２３日（月） 学校開放週間(～２６日) 
２４日（火） 食育(味の素)５年 
       出前授業(韓国)３年 
２５日（水） なかよしデー 
 

２６日（木） 学習参観 
２７日（金） クラブ活動 
３１日（火） 就学時健康診断 
 

◆10 月のスクールカウンセラー来校日◆ 
20 日午後・27 日午前 

 
 

             ☆ 朝は明るく笑顔で「おはよう」 ☆ 
あいさつがきっかけとなり，会話が進み，よりよい人間関係を築くことができます。 

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市子どもを育てる 10 か条」again 

一つのことを成し遂げるのは難しい。しかし着実に… 

―心の花「すすんで あいさつしよう」をみんなで実現― 

４月の始業式で「タッカーの 3 つの花を開花しよう」 
と呼びかけて早や７カ月。なかでも心の花「すすんで  
あいさつしよう」は、一番初めに約束をした最重要課題 
で、学校の、いや、社会生活全体の「きほんの“き”」 
であると考えています。しかし、定着するには根気強い 
取組が必要です。 
 そこで、終業式や始業式など、折にふれて子どもたち 
に「進んであいさつ」「気持ちのよいあいさつ」を呼び 
かけていますが、効果的なのは何といっても、“子ども 
発”の取組になること。高蔵小では、計画委員会の子ど 
もたちの発議で、これまでに 2 度代表委員会を開き、高 
蔵小学校のみんなに笑顔を広げ、もっと明るく楽しく過 

ごせるように話し合いました。そこで決定したことの一 
つが月に 1 度の「あいさつ週間」です。10 月は 10 日 
からの 1 週間。子どもたちは、自分なりのめあてを作り 
その達成に向けて、数多く 
しかも気持ちのよいあいさつ 
を目指して取り組みました。 
学校のあちこちで、元気のよ 
い明るいあいさつの声が響く 
のは、とても心地よいもので 
す。今後もいろんな取組で、 
課題解決に励みます。 

平和を祈る千羽鶴を携えて 
・・修学旅行に行ってきます・・ 

6 年生は 19 日から 1 泊 2 日で福岡・大分方面に修学旅行に出かけ 

ます。最初の訪問地は、大刀洗平和記念館。第二次世界大戦中にこの 

地から多くの兵隊さんが特攻隊として飛び立ったところです。6 年生 

は、ここで平和集会を開き、学校で作った平和を祈る千羽鶴を奉納し 

て、戦争のない世の中になるよう祈ります。詳細は次号で報告します。 

↑
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第２回代表委員会 ６月 
【議題】 みんなで気持ちのよいあいさつをし
て心の花をたくさん咲かせよう 

【提案理由】 

 高蔵小学校のみんなに笑顔を広げ、もっと明
るく楽しく過ごせるようにしたいから 

【決まったこと】 

・あいさつウイーク（１週間） 

・全校放送でよびかける 

・振り返りをする（めあてを書く）（何人にあいさつできたか） 

 

第３回代表委員会 ９月 
【議題】 あいさつ週間の振り返りをしよう 

【成果】 

 ・進んであいさつができた 

・あいさつの声が多くなった 

【課題】 

 ・あいさつを返せていない 

 ・目を合わせてあいさつをしていない 

 ・高い数字を書いている人がいる 

【決まったこと】 

・声の大きさを確認する 

・各学年に呼びかけをする 

・大きすぎない声で、１日〇人にあいさつ 

すると決める 

・あいさつ週間以外でもあいさつをする 

 

校長室にもあいさつにきてくれます 

振り返りの個人カードに毎日記入 学級ごとのあいさつ総数を掲示 

↓
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